
1 

 

＜平成 29 年第 1 回香芝市総合教育会議（議事録）＞ 

 

１.開催日時     平成２9 年 11 月 30 日（木） 14 時 30 分～16 時 3 分 

 

２.開催場所     香芝市役所 ５階 委員会室 

 

３.出 席 者     ○構成員   

                 吉田市長、廣瀬教育長、中木委員、田中委員、石原田委員、三岡委員 

               ○事務局及び説明員 

    副市長、企画部長、教育部長、教育部次長(学校教育課長事務取扱)、  

    教育部総務課長、生涯学習課長(青少年センター所長兼務)、 

    生徒指導支援室長、中央公民館長、市民図書館長、生徒指導支援室指導主事、  

    教育部総務課主幹 

 

４.議    題 (1)学校における ICT 環境及びエアコン機器の整備について 

  (2)その他 

 

５．議事内容 

  ○市長 
   改めて皆さんこんにちは。市長の吉田でございます。早くももう 11 月の末日で

ございまして、師走を目前に控える時期となりまして、来月はいよいよ年末に向け

て慌しい時期が続きます。ご体調のほう十分ご留意いただきたいと思います。教育

委員の皆様におかれましては、日頃から教育行政にご尽力賜りましてまことにあり

がとうございます。特にこの秋、９月、10 月、11 月と市のほうのイベント等もござい

ましたし、また国のほうでは衆議院議員選挙があったり、また台風があったりという

ことで、いろいろとバタバタいたしました。先日は教育の日というところでもいろい

ろご尽力賜りましたことを重ねて御礼申し上げたいと思います。今日は第１回にな

ります香芝市総合教育会議を招集させていただきました。大変お忙しいなかご参

加賜りましてまことにありがとうございます。議題にございますように、来年度以降

に関わる教育における考え方というところを皆さんにもご意見をいただきながら協

議を進めてまいりたいと、このように思っています。どうか忌憚のない意見を言って

いただきまして、協議のほうを進めてまいりたいと思いますので、何卒よろしくお願

い申し上げたいと思います。開会のあいさつとさせていただきます。よろしくお願い

いたします。 

 

 ○市長 

  それでは教育委員会事務局に、お手元の資料に基づきまして、学校現場におけ

る ICT 環境、それからエアコン機器を整備する際の効果または課題についての検

証をお願いしてございます。つきましては、これらの事業につきまして効果的な運用
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の一助となりますように、委員の皆様方の意見を頂戴したいと考えているところで

ございます。それでは事務局のほうの説明を求めたいと思います。お願いいたしま

す。 

 

 ○教育部次長 

  そうしましたら事務局のほうからお手元の資料に基づきまして、まずは ICT 機器

の導入についてご説明をさせていただきまして、皆様方のご議論をいただいたあ

と、続いてエアコンの整備についてご説明させていただき、またご議論を深めてい

ただきたいというふうに思っております。お手元の資料をまず１枚めくっていただき

ましたら、小中学校の校長アンケートの結果というところで掲載させていただいて

おります。これにつきましては 10 月に各小学校、中学校計 14 校の校長を対象に

アンケートの実施をいたしまして、今後大きな課題となってまいりますトイレの洋式

化、普通教室のエアコン設備、それからICT機器導入の３つの課題のうち、最も優

先すべき課題はどれかということで、１つだけ選んでほしいということで回答を求

めました。そうしたところ、エアコンを設置してほしいというふうに回答したところが

中学校２校、小学校３校。トイレについては中学校２校、小学校４校。そして ICT に

ついては小学校３校という結果となっております。ICT 機器について、これだけ見ま

すと優先順位が低いんじゃないかというふうに考えられる向きもあるわけですけれ

ども、私どもはこのハード面、ソフト面で言いますと、この ICT 環境についてはハー

ドとソフトを両方兼ね備えた大変重要な課題だというふうに認識しております。ぜ

ひ教育委員会として、この ICT 環境の整備を進めたいという意向を持っておりま

すので、このことについてこれから詳しくご説明をさせていただきたいと思います。 

 次のページに移りまして、ICT 教育のための環境整備、その導入の背景について

改めて皆様方に認識をしていただきたいと思います。現在の子どもたちが学校教

育を修了し、様々な職業に就いて世界経済の第一線で活躍するであろう近い将

来のグローバル社会を見据えた人材育成、いわゆるグローバル人材育成に向け

た教育が、世界各国で国家戦略としての取り組まれているという状況でございま

す。このグローバル人材育成というのは、単に国際理解ですとか語学力といった育

成を指すということではなく、まず様々な国籍の方がこれからいろいろな社会のな

かで一緒に活動していかなければならないという状況になるわけでございますの

で、相互理解、コミュニケーション能力、それから協調性、コラボレーション能力、そ

して価値創造力、イノベーション能力、この３つ、その他にももちろん社会貢献意識

などが挙げられているわけでございますけれども、この３つの能力を中心とした協

調型問題解決能力こそが国際標準学力となる時代がもう目の前に来ている。この

背景がございます。 

 ページをめくっていただきまして、ICT 機器を導入したことで期待される教育効

果でございますけれども、まずは ICT 機器を教育現場に導入するわけでございま
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すので、教員自身の ICT 活用指導力の向上が図られる。それから、分かりやすい

授業ができるようになったという教員がまず増加する。そして、ICT を使った授業は

分かりやすい、もっと言えば楽しいという児童生徒が増加する。そして望むところで

ありますけれども、学力調査での中位層また低位層の底上げが図られる。こういっ

たことが教育効果として望めるのではないかと考えております。さらに児童生徒の

情報リテラシー、メディアリテラシー、情報モラルといったようなことが、高揚が図れ

るというところですとか、もちろん児童生徒の主体的な学びが広がるという、そうい

う二次的な効果も期待されるところでございます。具体的な能力としましては、左

向きの矢印と右向きの矢印がありますけれども、まず日常的に ICT 機器を使いこ

なすわけでありますので、文書作成ですとか表計算、またはプレゼンテーションの

作成などをはじめ、ファイル操作など、日常的なパソコンを使った技術的能力の向

上が図れるという一次的な効果があります。また、先ほどグローバル人材育成の

ために必要な能力のお話をさせていただきましたけれども、まずはこの ICT 機器

を使った授業を多用することによって、他者の考えと自分の考えの違いを比較しな

がら、協働的に新たな考えを導き出すことができるという、こういう力が育っていく。

そのことが、私どもも２つの力が教育効果として期待されるのではないかというふ

うに考えております。 

 また、見る方によっては ICT 教育を進めることで、ICT を利用した教育というと、

どうも人と人との交流が希薄化するのではないかですとか、あるいはリアルな場で

の活動が減少するのではないかという危惧を持たれる方が多いのではないかと

思いますけれども、実際 ICT を導入することによって、教師が子どもたちにしっかり

と寄り添える。それから子ども同士の協働が活性化する。教材を用意する時間な

どが圧縮されて、教師が子どもと関わる時間が増えるですとか、子ども同士がこ

の ICT 機器を介して話し合い活動を活発化させるといったことも可能になるかと

思います。人と人との交流はむしろ活発になって、リアルな場の活動を増やせるの

ではないか。そんな効果も期待されるところでございます。決して人間関係が希薄

化するといったことではないというふうに思っております。また、家庭に戻れば、今は

多くの家庭でこういったコンピューターですとか、ICT 機器が多く用いられている

わけでございますので、社会のリアルな学びから生徒をつい隔離しがちな学校と

いう場ですけれども、むしろ開かれた ICT を用いた教育のほうが、よりリアルな、現

実社会に近いかたちで学びの質が高くなるのではないか。そういった効果も期待

されるところでございます。 

 次のページに進みまして、授業でどう活かすかというところでございますけれども、

活用例としましては、話し合いの結果を投影するですとか、全グループの活動をい

ろいろと確認しながら、発表グループの画面を拡大表示したりとか、授業のなかで

子どもたちが自在にそれを活用するようになるのにそう多くの時間はかからないと

いうことで、すでに導入をされている事例から読み取ることができております。 
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 また、この ICT を用いた教育を導入することによって何ができるようになるのかと

いうところでございますけれども、小学校卒業までには簡単な写真や図表を含ん

だスライドを使って発表できるようになる。また、中学校卒業までには、自ら選んだ

テーマに沿って、表計算や文書作成ソフトを使用したレポートを仕上げることがで

きる。また、グループで設定したテーマに沿って、共同作業により調べたことを図表

や写真、動画などを含むスライドを作成し、大勢の前で発表することができる。こん

なことを目標にすることも可能になると思います。 

 さらに、次のページでございますけれども、具体的なスキルの部分で言いますと、

一定の目標値を掲げながら進めていくということも私どもも視野に入れて、学校と

こういった目標設定は協議をしていきたいなと思っております。今年度の学力・学

習状況調査の結果のなかで、香芝市の子どもたちがいろいろな記述問題の無回

答をする率が大変低い、これは大変いい傾向でございます。記述問題が苦手とす

る子どもが奈良県は非常に多いということで、全国の結果よりも奈良県の子ども

は記述問題の無回答率は高いんですけれども、そのなかでも香芝市は全国平均

よりもさらに無回答の率が低いという結果を得ております。子どもたちは言葉で表

現するのが苦手じゃないかということで私たちは危惧していたんですけれども、ど

うもそうではないんじゃないかと。そういう力が今芽生えつつあるんじゃないかと、

そういう大変好ましい結果が出ているわけであります。ICTを導入することによって

ぜひ私たちはこの力をさらに後押しして、全国平均よりも一気に溝を広げて、無回

答とする率を低くする。また記述問題の正答率を上げていくといったようなことも可

能ではないかなというふうには考えているところでございます。 

 さて、30 年度での ICT 整備の概算費用ですけれども、これはあくまでも教育委

員会として各学校に、整備方針に沿って導入した場合の最大の金額でございます。

予算折衝はこれからでございますので、なかなかこのとおりにはならないと私たち

も覚悟はしているわけでございますけれども、児童生徒用としましては、ぜひ小学

校は１クラス分 40 台を、そして中学校では１学年あたり 40 台の導入を目指した

いと考えております。また、指導者用としましては、１校あたり教員数の台数をぜひ

整備していきたい。これは後には校務用パソコンと兼用できたらなと思っていると

ころでございます。それから教室環境ですけれども、プロジェクターやそれを映し出

すスクリーン、そういったものを整備する必要がございますし、また LAN 工事など

についても未整備のところもございますので、それも整備していきたいと考えてい

るところでございます。こういった整備方針に基づいて、30 年度はこれだけの費用

がかかるという積算は出ておりますけれども、あくまでもこれからの予算の折衝の

なかで実現可能な数字に落ち着いてくるのではないかと考えているところでござ

います。 

 次のページでございますが、今も学校訪問をしていただいてご承知かと思います

けれども、各学校にはコンピューター室がございまして、デスクトップのパソコンが
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平均して 20 台設置されております。その教育用のコンピューターは毎年度更新の

時期を迎えますので、その度にもちろん費用がかかってる状況でございますので、

今のままでも更新費用が必要となりますし、今後、今教室の大型テレビ、50 インチ

テレビが据え付けられているわけでございますけれども、そういったものの買い替

え時期ももちろん到来するというところでございます。また、一部の学校では教室

が足りないところもございますけれども、コンピューター室が不要になってくるので

あれば、そういったところの転用も可能になるということで、決して１から、０からの

経費が上乗せになるということではございません。マイナスの部分ももちろんある

ということで、ぜひそのあたりもご理解いただければと思っております。また、校務

用のコンピューターは、今 31 年度からの計画で県域での校務システムの導入が

進められるということで情報が来ておりますけれども、私どももそのなかに参加で

きればということで、これにつきましてはもちろん導入効果がどうだったか検証した

うえで、こういったシステムにも参加できたらなと考えているところでございます。私

どもは ICT を導入するにあたっては、まだまだ検証していかなければならないとこ

ろもございますが、ぜひまずは環境を整えて、それを使ってもっと授業を活性化さ

せていきたいという思いでございまして、ぜひそのあたりのことを踏まえていただい

て、ご議論いただければと思います。以上です。 

 

 ○中木委員 

  今の説明のなかで確認したいことや意見がいくつもあるんですけれども、まず

ICT 教育のための環境整備についてと、１枚めくったところの内容なんですけれど

も、ICT 教育を進めていったら、協調型問題解決能力が、これが備わってくるとい

うご説明、その意見は私は大賛成で、今年、先月から今月にかけて小中学校の訪

問を全校させていただいたわけなんですけれども、そのなかでやはり ICT 機器を、

タブレットまではないにしても、上手に活用されている教室の授業が、子どもを見

ているとものすごく効果的だということが確認できました。お互いに子ども同士が

話し合って問題を解決しようという、そういう姿も目の前で見ることができて、ここ

のページに書かれてある説明、この通りだというふうに考えております。そんななか

で今、人工知能、AI ですね、これがどんどん進化して普及しているという今の世の

中で、10 年経ったら今やっている仕事で人がいらなくなるようなものがものすごく

できるよというようなことが、これははっきりと見えてきたという現状があります。そう

いったなかで、今の子どもたちが社会人として活躍するというなかで、ここに書か

れている協調型問題解決能力、どんな場面になってもやはり新しい方向で自分の

いいところを活かして社会で生きていく、あるいは活躍するという場面が今の子ど

もたちに身につけてほしいなというふうに考えるところが私も非常に大きいわけで、

そういう意味で ICT 教育というものにはすごく期待できる。そのための費用をかけ

ることは、これは大変大事なことかなというふうに感じております。まず感想を申し
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上げました。 

 

 ○市長  

  ありがとうございます。その他ございませんでしょうか。 

 

 ○田中委員 

  私のほうも小学校、中学校の学校訪問をたくさん見させていただいて、やはり上手

に活用しておられる先生がたくさんおられました。元々やはり ICT でタブレットを導

入して、おそらく授業として向く授業、向かない授業、それから内容というのは必然的

にあると思うんですけれども、やはり今まででしたら、例えばビデオをテレビで流して

見るだけであったものが、例えば細かいストップモーションで、例えば化学の実験で

あれば、そこの変化を例えばストップモーションで見れるとか、逆に例えば技術であ

ったり、技術家庭であったり、体育の授業なんかの場合に、例えば生徒が逆立ちして

いるところを仮に映したとして、どこが重心がずれているから逆立ちができないのか

と。どちらかと言うと座学用かなと思っていたんですけれども、現実的にはおそらく技

術系であったり、そういうところのほうがもっともっとフィットする部分というのが相当

あるように私は感じました。やはりその逆で言えば、漢字の書き取りとか、いわゆる読

書というようなものは、これは当然やはり紙に自分の鉛筆で滑りを感じながら書く。

やはりはらいやとめというのはなかなかタブレットの上では難しいだろうと思います。

そういうやはり向き、不向きというのはあるだろうと思うんですが、１つ言えることはや

はり学校の先生がいかにどういう教材を、今まででも授業に向かって学習教材を自

分たちで作られていると思います。でもやはりすべてがそれをタブレットに置き換えら

れるわけではないとは思うんですけれども、やはり授業の内容によればそういうもの

を使ったほうがもっともっと生徒たちの理解が深まる部分というのがやはりたくさん

見受けられる点はあったなと、そういうふうに思いました。 

 

 ○市長  

  ありがとうございました。他にありますか。 

 

 ○石原田委員  

  私も ICT 教育は非常に重要だなと思っていまして、自分の経験からも申し上げま

すと、私は現役で大学を卒業したのは 30 年前になってしまいますけれども、その時

と今また大学に戻って圧倒的な差というのはまさしくここであって、当時のインフォメ

ーション、コミュニケーションの仕方と今がまったく変わってしまっている。例えば少し

調べものをしたいときに当時は電車に乗って図書館などに行っていましたけれども、

今はネットでそのまま瞬時に情報へたどり着け、論文を書いた人に質問をしたいなと

思ったらそこにメールアドレスが書いていますので、どうですかと質問する。そしてお
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互い興味が一緒だなと思ったら、そしたら１回共同研究をやってみませんかっていう

ことで話が進むというように、ここにあるコミュニケーション、コラボレーション、イノベ

ーションというのは本当に、実際に現実に動いているというか、そういうのが当たり前

の社会にもうすでになっていると思います。そういうことを考えると今の 15 歳の子ど

もたちの５年後、10 歳の子どもたちの 10 年後というときに、もっともっと先に進んで

いるなと思ったら、例えばですね、この「何ができるようになるのか」のところに書い

ていただいていることは最低ラインと思ったほうがいいのではないかと思っていまし

て、これはできるのは当たり前というか、ここで終わらせてしまうともったいないという

か、ここまでお金をかけて、時間もかけてやるわけですから、もっと上を目指すという

ときに、例えばなんですけれども、授業では少し難しいかもしれないんですが、クラブ

活動みたいな感じで、例えば学校同士をネットで繋いで小学校の子どもたち、ある

国の子どもたちと、今もスカイプでいくらでも繋がりますので、そういうところで交流

をするとか、例えば先生同士でも、今働き方改革と日本でも言われていますけれど

も、ある国では残業するなという概念すらないというところで先生と交流をするとか、

そういう本当にリアルな交流、インフォメーション、コミュニケーションというところでの

ツールでも使っていくと、それが先ほどから表現のこととか記述のこととかもありまし

たけれども、当たり前になる。そういうコミュニケーションが。それも世界レベルでやる

のが当たり前というような感覚を、香芝の子どもたちが持ってくれたら本当に夢いっ

ぱいと言いますか、将来楽しい未来が、子どもたちがもっと活躍してくれると思うと、

わくわくと言いますか、思いますので、感想になりますけれども、もっともっといろんな

ことを目指してもいいんじゃないかなと思います。以上です。 

 

 ○市長 

  ありがとうございます。よろしいですか。 

 

 ○三岡委員 

  今回この ICT 整備のことで説明をいただいたんですけれども、先月から学校訪問

のほうに行かせていただきまして、香芝市の ICT 教育はまだまだ先になるなと思っ

ていたんですね。と言いますのは、まずは先生方１人１人にパソコンを支給していた

だきたい。この思いが強かったんです。あと職員室に最低限 Wi-Fi 環境を整えてい

ただければ、とりあえずもうそこから始めていただきたいと思っていたのが、こんなに

進んだ計画を立ててくださっていて、目の前に私自身キラキラする子どもたちの顔が

浮かんでくるようなんですけれども、ただこれから進めていただくにあたって、先生方

のスキルの問題が重要になるかと思うんです。やはり得意な先生と苦手な先生がい

らっしゃると思いますので、先生方のスキルを統一していただかないと、子どもたち

が先生が苦手だからなかなか使ってもらえないとか、そういう不公平が出てはいけ

ませんので、いかに子どもたちが公平な平等な授業を受けていけるかということが
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大きな課題になってくるかと思います。 

 それから、今年の２月に松阪市の三雲中学校に行かせていただきまして、ICT 教

育の本当に進んだ現場を見せていただいたんですけれども、三雲中学校の校長先

生のお話では、先生の自由な時間が増えたかというとそうではなく、増えていなくて、

先生は決して楽になっていないとおっしゃってたんですね。やはり ICT 機器を使った

授業づくりにはそれ相当の時間がかかるので、業務の軽減にはなっていないという

ことなんですけれども、ただ子どもたちの学力は全国学力・学習状況調査の結果を

見ましてもポイントが上がっている。それははっきり言えるということはおっしゃってい

ました。 

 今回平成 30 年度、関屋小学校と中学校４校から始めていただくということなんで

すけれども、ただ市内全部の先生方にお１人１台パソコンというのは同時にスタート

していただけないかなというのは私の願いとしてお伝えしたいなと思います。以上で

す。 

 

 ○市長  

  ありがとうございました。私の所感もお伝えしておきたいと思います。ICT につきま

しては、まずよく全体の県の教育委員会の協議のなかでもよく出るのが、市町村別

に ICT、いわゆる PC の導入、普及率が何パーセントかという話がよくでるんですけ

れども、これは非常に大事なことなんですけれども、要はそれが目的になってはいけ

なくて、やはりその先にある、子どもたちにどういう能力を付けさせていくんだというと

ころに主眼を置かないといけないかなと。そこがおぼろげで入れてもあまり意味がな

い。なぜかというと PC というのは日進月歩で１年経ったらどんどん変わっていくの

で、やはりきっちりと見据えたなかで導入していくことが必要。もう一方で教える側の、

先ほど出たスキルというのがほんとうに大事で、使い方を学ぶんでなく、それをどう

活かしていくかということをしっかりと持って進めていかなくてはならないという思い

が私自身にはあります。入れる以上は、PC というのは本当に今までの業務、いわゆ

る事務ベースの業務というのは劇的に変わります。変わりました。ですから、先ほど

石原田委員がおっしゃったように、いろいろな意味で短縮できるわけで、仕事が変わ

らないわけがないので、それをしっかり併せてやっていかなければならないんじゃな

いかというふうに思います。 

 ちょっと気になるのは、グローバル人材育成というのは非常にいい言葉なんですけ

れども、グローバルというのは本当に概念として共通認識を持たないといけないと

思います。世界レベルにおいて壁がないというか、そういう意味ですから、じゃあ世界

を知っているのかという話になってくるわけです。それを知ってグローバルという言葉

を言わないといけないので、やはりなぜかと言うと、よく過去 10 年から 15 年の企

業、国のトップの会社の社名を、例えば海外と日本を比べると、日本というのはほと

んど変わってないんです。海外ではどんどんどんどん新しい企業が上位何社に入っ
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てきている。それぐらいやはり、これこそグローバリゼーションで、どんどん成長してい

っている。ですから協調能力のなかにやはりイノベーションというのが一方であると

いう証拠なんですね。こういったことがグローバルじゃないかと私は理解しています。

インターネットは非常に情報の取得が楽になりますから、今年我われが経験している

のはスーパー中学生というのを皆さん経験していると思うんですね。将棋の藤井君

であったり、スポーツ界にもすばらしいのがいますね。あるいは普通の過去のかたち

では全然考えられない、でも AI であったり過去の対戦成績のデータがすべて今簡

単に入手できるからこそ、今までトップに立っていって名人に会わないとできないこ

とが簡単になっているからこそ、自習能力アップができるんですね。ですから 13、14、

15 歳で能力が上がっていく。昔高校生が 150 キロの球を投げられるかというと投

げられなかったですね。でも、なぜかというとその練習方法だとか投げ方だとか、い

ろいろ過去の成功例を、本人に会わなくても情報をいっぱい吸収できるからこそス

ピードもあがるんじゃないかと思うので、こういったところというのは非常に大事かな

と。香芝市はまだ国際姉妹都市提携がないんですけれども、いみじくも先ほどおっし

ゃっていましたが、このインターネットを使ってそういう姉妹都市の子どもたちと情報

交換をしてですね、そういうような教育なんか非常にいいのかなと思います。私の友

人でも海外に一度も行ったことがないのに TOEIC910 点を取っている人がいます。

これはやっぱりそういう情報のやりとりでやっているんだなと。これこそインターネット

のグローバリゼーションとかグローバル人材の育成かなというふうにも感じたので、

そのあたりも含めて進めていかないといけないんじゃないかなという思いを持ちまし

た。 

 

 ○教育長  

  今、委員さん、また市長のほうから非常に貴重な意見を頂戴して、私も本当にその

通りだなと思いながら聞かせていただきましたけれども、先ほどから話の出ておりま

す全国学力・学習状況調査。これはちょうど 10 回目くらいになるんです。平成 19

年から始まって平成 23 年あたりに１年とんでいるときがあるんですけれども、そん

ななかで劇的に変わっていることと言えば、例えばケータイやスマートフォンを持って

いないという質問に対して、その回答は、平成 26 年度と平成 29 年度を比較してい

るんですけれども、小学生で持っていない数が 46 パーセントから 37 パーセントに

減っている。逆に 63 パーセントは持っている。中学生では 23 パーセントから 16 パ

ーセント。つまり 10 人のうち９人はスマートフォンやケータイを持っていると。これが

今の中学生の実態なんです。中学生はもう日常的にそういったものを使っていると。

それからまた教員に対して質問した場合、ICT を活用して子ども同士が教え合い、

学び合うなどの学習、共同学習や課題解決あるいは対話型の学習指導を行ってい

るかと教員に聞いたら、要するに ICT の環境があってそういう教育を行っているかと

聞いたら、肯定的な意見、行っているといった回答は、小学校で 47 から 72 パーセ



10 

 

ントに、これ平成 25 年と今回 29 年の比較なんですけれども、この４年、５年の間に

小学校で 47 から 79 パーセントに増えています。中学校では 45 から 64 に増えて

いる。他所のことはどうこうじゃないんですけれども、今この実態を見ても全国的にか

なり速いスピードで ICT 環境が整えられ、教員がそういった教育を行っていると思

われます。 

 それから当然、先生方はやはり得意、不得意それから個性もありますので、例えば

ICT が得意な人もあれば、いや私は書道が得意だという方も当然おられます。でも

少なくとも同じ学年で、例えば１つの学年で５年生を５人が持っていたら、絶えず教

員はその５人で教材研究をしながら子どもにどのように教えるのかという話は、これ

は他の教科においても絶えずしていますので、もちろん不得意な人は若干時間がか

かるかも分かりませんし、あるいは自分で勉強する機会が増えるかも分かりません

けれども、私はこのあたりが今後これが進めていくなかであまり心配する必要はな

いんじゃないかなと思います。 

 それからもう１点、最後にもう１点なんですけれども、シンギュラリティという言葉が

今よく社会で言われています。技術的特異点。2045 年問題というふうに言われる

んですけれども、2045 年、これから 30 年後にはコンピューターが人間を超えるん

じゃないかなという話をよくされます。そこまでやはりどんどんコンピューターが進化

してきます。当然人間しか持たないもの、あるいはコンピューターにできないものを教

育のなかでこれからやっていかなければならない。例えば先ほど出てきた体験学習、

これはコンピューターを使えば使うほど逆に生身のものに触れる。本物に触れるとい

うんですか、そういうことをしなければならない。それがまさに教育で、教育というの

は単に ICT だけ、コンピューターの教育だけやれば子どもの教育が進んでいくんじ

ゃなしに、まさにバランスの取れた、それが今後子どもたちに求められる、あるいはこ

れから未来に生きる子どもたちの教育だと思います。以上です。 

 

 ○市長 

  ありがとうございました。ちなみに昨日、県のほうで青少年健全育成協議会があり

まして、私は委員で出ていました。内容は少し違って、iPhone の有害サイトが今まで

は甘かったんですけれども、今後フィルタリング、いわゆる有害サイトへの防止という

のを、選択じゃなくてまずは義務化しようというような条例を立てていくと。親が申し

出れば外すというのはあるんですけれども、一旦そういうような条例を立てる。そうい

ったなかで今おっしゃったデータが出てきまして、ちなみに高校生は 95 パーセントで

した。所有率が。したがって、もう教育という以前の問題で、どんどんやっぱり進んで

いるということを我われは認識して進めなければならないということだと思いました。 

 

 ○田中委員 

  先ほど石原田委員や三岡委員のお話を聞いて、いくつか思い浮かんだ話で申し
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訳ないんですが、例えばこういうふうなかたちで ICT 機器を仮に導入すると。ただそ

のなかでスカイプという話もありましたけれども、例えば今やっている中学生議会が

ありますよね。あれなんかは逆に言えば各学校と、夏休みじゃなしに、どこか総合の

学習の時間のなかで、例えば各教室でそれを見られるようにしながら、例えば議会

と学校を要するに中継、繋いで、多元的なかたちでそういうものをするとか。こういう

ことっていうのは必ずできると思います。やはり授業で使うというのは大前提だと思う

んですけれども、やはりそういうかたちで次から次、これをどこに広げていけるのかと

いう視点もやはり相当必要なものではないのかなというふうに１つ思います。 

 それともう１つは、特に三岡委員のおっしゃったように、各先生方にこういうものをで

きるだけ早期に配布してほしいというご意見なんですが、私もまったくその通りだと

思います。やはり結局こういうものを整備して、やはり成功するかしないかというのは、

やはり指導する側のスキルということにやっぱり直結していると思います。確かに子

どもたちのほうが数段進んでいる世界は実際あると思うんです。それはそれで子ど

もたちは授業やプレゼンテーションのなかで発揮していってくれたらいいですし、例

えばさっきの多元中継的なことをするときに、スキルのある子どもたちはそれの設定

を先生と一緒にすればいいと思うんです。そんななかで、やはり今の学校現場にお

いて職員室の IT 化がまったく進んでいないということは非常にやはり問題だと思い

ます。私個人的には。そのなかで、今回の整備計画の整備方針のなかでやはり指導

者用というかたちで、教員数の台数を校務用パソコンと兼用というかたちで、先ほど

もありました平成 32 年の県の校務システム、県域のものに乗っかるかどうかという

のは、仮にそれを繋げていくとなったときに、やはり授業でも使える、校務でも使える。

やはりどちらかと言うと、タブレットを生徒に導入するのも大事な視点だと思うんです

けれども、それ以前としてやはり自分たちで、目の前に例えば置かれればいやおなし

に使わざるを得ない面は絶対でると思います。隣の先生はいっぱい使っているのに、

埃を被ったまま置いておくわけには絶対いかないと思うんです。こういう部分である

とか、例えば学校訪問のなかで、特に小学校のなかで思いましたのは、やはり短冊

みたいなものを作って黒板に掲示して授業をしておられる先生が結構やはりいらっ

しゃいました。なかには模造紙１枚そのまま大きいものを作っておられる先生も。やは

りこういう部分というのは、おそらく IT 化に一番フィットする部分で、手書きの良さと

いうのはあるにしても、例えば大型のプリンターを導入して、そういうものをプリントア

ウトして要するに授業で使うと。授業に対する教材の作る時間をやっぱり短縮するこ

とで、例えば他の校務であったり、児童生徒たちと向き合う時間を増やす。授業のな

かでもそうだと思うんです。板書している時間があるのであれば、そういうものをでき

るだけ活用して、生徒のほうを向く。ないしは要するに生徒の間を巡視しながらやっ

ぱり指導する。こういう時間にもっともっと使っていってもらえるようにすべきかなと思

うんです。そのなかで、やはりこういう整備するときには、やはりちょっとランニングコ

ストもかかりますけれども、大型プリンターというのもなかには少し考えに入れておい
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てもらいたいなというのが私の個人的な意見です。以上です。 

 

 ○中木委員  

  今度は事務局の方にお尋ねということなんですけれども、概算費用のご説明をい

ただきましたよね。この整備方針に書かれているのは小学校１校と中学校４校で、各

１校あたり１クラス分。小学校では５年、６年。中学校は１学年、２学年、３学年それぞ

れ１クラス分。ということでこれだけの費用がかかるというように読めるんですけれど

も、それが間違いがないかということと、これが全体の学校数に比べて３分の１くらい

で、教室数から言ったら中学校６つ、７つというクラスが圧倒的に多いわけなんです

けれども、全体整備費用としたら単純にこれかけるそれだけの率、10 倍とか、そうい

うことになるのかという、整備方針に書かれているここの、とりあえずこれまずはやり

ましょうというものと額がかけ離れているんじゃないかという心配があります。それだ

けまず確認させてください。 

 

 ○教育部次長 

  基本的に 40 台で足りるのかというところにつきましては、ICT を導入するうえで子

どもたちが１人１人使う場面もありますけれども、最初導入の使い方としては、例え

ばグループごとに１台というような使い方をすることの頻度が大変多いというふうに

聞いております。ですので、40 台だから１クラスということではなくて、40 台導入す

れば、例えば同時に何クラスも使うという使い方ももちろん可能になってくるというふ

うに思っております。この金額には LAN の工事等も入っていますので、単純にタブレ

ット１台あたりいくらかというところでいうともっと圧縮された金額になりますので、そ

こについてはポンと数字が１つ乗っかっているので、これが全部同じようにかかって

いくのかというご懸念かと思いますけれども、この内訳で言うとタブレットの分につい

てはもっと小さな金額になっていますので、そこについてはこれが何倍もかかるとい

うようなイメージで捉えていただかなくてもいいのかなと思います。大変複雑な中身

になっています。だいたいタブレット１台は定価ベースで言うと 10 万円くらいのもの

ですので、単純に考えるとそれが 40 台で 400 万円くらいとなってくるわけですけれ

ども、これに伴ういろいろなアクセスポイントや、あるいはそれを表示するための機器

だったり、そういったこともトータルで、特に関屋小学校は LAN 工事も含んでのこと

ですので一定の規模になっていますけれども、そういったものが必要のない学校も

すでにありますので、そういう意味ではもっと小さな額で同じように導入していくこと

は可能になってくるのかなというふうに思います。 

 

 ○市長 

  他によろしいでしょうか。コストのところは非常に悩んでいるところでございます。で

すから、さっき使わなくて置いてあるというのがあるんだったら、それは多分そんなも
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のには出せないよと、ここに総務部長がいたら怒るはずなんですね。ですからやっぱ

り、どのようにしていくのかという、どのように使っていくのかという、先生が１台持っ

たらどのように使っていくのかというところまでしっかり目標を決めて進めていくのが

肝要かなと思いますし、一方で先生も朝から晩までずっと机の前に座っているわけ

ではないので、ほとんどが授業をしているわけですから、先生に１人１台というのも、

使う時間を考えたらどうかなという議論もあるんですけれども、それはさておき、やっ

ぱり進めていかなくてはならないなと思っております。 

 

 ○市長 

  ICT についてはこれでよろしいでしょうか。 

 

 ○市長  

  それでは次の説明のほうを事務局お願いいたします。 

 

 ○教育総務課長 

   続きまして、エアコン整備についての説明のほうをさせていただければと思います。

資料のほうをご覧ください。文部科学省のほうは、学校環境衛生基準という基準に

おきまして、学校の教室等の温度に係る基準としましては 10 度以上、30 度以下で

あることが望ましいと示しているわけですけれども、現状夏場においては教室内の

室温が高温状態になることがたびたびありまして、基準を満たしているとは言えない

状況にございます。 

 エアコンの設置率のほうですが、下にありますように、香芝市の設置率としましては

普通教室は 4.3 パーセント、特別教室は 31 パーセントとなっております。また、こち

らには書いてはいないんですが、全国平均としまして 29 年４月現在で普通教室は

49.6 パーセント、特別教室は 34.6 パーセントとなっております。 

 次のページをめくっていただきまして、本市におきまして学校施設における空調設

備の整備につきましては、プレハブ校舎の普通教室等に設置したケースはございま

すが、基本的には従来から図書室などの特別教室を中心に整備を進めてまいりま

した。そちらにございますように、平成 30 年度の設置予定ということで、三和小学校、

鎌田小学校の音楽室の空調設備と、二上小学校の図書室ならびに旭ケ丘小学校

の保健室、こちらは改修事業になるんですけれども、こちらのほうを予定しているわ

けでございますが、先ほどの現状等を踏まえたなかで、毎日使う普通教室への設置

も優先すべきではないかということも検討しております。これも資料には記載してい

ないんですが、近隣の自治体の設置状況なんですけれども、県下 12 市の設置状

況につきましては、五條市および葛城市の中学校におきましてはすでに空調化が実

施されております。その他自治体につきましては一部の普通教室や特別教室で部分

的に導入されているのが現状でありまして、今後の設置予定につきましてもほとん
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どが検討中あるいは設置予定なしとの状況になっております。ただし、大和郡山市に

つきましては平成 30 年度に中学校への空調設置を予定しておりますほか、近隣の

町村で見ますと広陵町のほうが今年度にすべての小中学校への空調設備の導入

を実施しております。その他、県外の近隣自治体で言いますと、大阪の柏原市が今

年度中に中学校への空調設備導入に向けた設計を行うとのことでございます。 

 次のページですが、普通教室の整備にはどれくらい費用がかかるのかということ

になってくるんですけれども、こちらのガス空調を設置すると想定した場合の概算工

事費としまして、中学校で 225,000 千円、小学校で 523,190 千円となっておりま

す。こちらに書いております教室なんですけれども、部屋割り、部屋を割って使用して

いる特別支援教室を含めまして、普通教室の形態をしているところの数をカウントし

た場合の現時点での教室数で見た場合、これくらいの数字、予算額にはなってきま

す。 

 そのエアコン設置のメリットでございますが、次のページをご覧いただきたいので

すが、こちらは確定的な話ではないんですけれども、教育総務課のほうにおきまして

想定あるいは任意に抽出した情報であるんですけれども、そちらのほうを議論の参

考にしていただければと思いまして掲載させていただいております。メリットとしては、

熱中症など生徒が体調不良を起こすリスクが低減される。快適な室温を保つことで

生徒らの集中力が向上し、その結果、学力向上にも繋がる。夏期休業中でも日中の

教室で補習などを実施することが可能となる。夏期休業期間を短縮することで、授

業時間を平準化することが可能となり、職員の業務改善や、生徒らの放課後のゆと

りに繋がる。夏期休暇を短縮することで、小学校中高学年の年間 35 単位時間増、

これは外国語活動や外国語の授業時間数が確保しやすくなるというメリットが考え

られるということで挙げさせていただきました。 

 それに対しまして、想定しうるデメリットなんですけれども、整備するには大きなコス

トが設置、運用、更新に対して必要になります。また従来からの夏期休暇中の平日

に開催されている部活などの大会や教職員の研修会、講習への参加が困難になる。

教職員の年次有給休暇や夏期休暇の取得が困難になる。給食を実施する場合は

喫食回数が増えて給食費の値上げにも繋がるとともに、夏場ですので食中毒のリ

スクも高まる。このようなかたちでデメリットのほうも挙げさせていただきました。以上

これらの件につきまして、市長ならびに各委員様のご意見を頂戴できればと考えて

おります。以上です。 

 

 ○市長 

  ありがとうございます。エアコンの導入というところでの説明をいただいたわけです

けれども、これに関しましてもご意見賜りたいと思います。いかがでしょうか。 

 

 ○中木委員 
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  今エアコン設置についてメリット、それからデメリットという説明をお聞きしたわけな

んですけれども、メリットはこのとおり誰もがいい環境のなかでしっかりと授業を受け

るということ。それから今後授業の時数確保が非常に難しいという方向になろうとし

ているなかで、夏期休暇の短縮ということは今まで考えることができない環境にあっ

たんですけれども、それが考えることができる環境になると。本当にそのとおりだと思

っておりますし、そうなれば学校現場も仕事をしやすいんじゃないかという気がします。

同時にデメリットも表現していただいているんですけれども、大きなコストがかかる。

これはもうそのとおりで、ランニングも含めたら、毎年イニシャルだけじゃなくて相当

の費用がかかるということは覚悟しないといけないと思います。これは市の財政事情

ということを常に念頭に置いたうえで判断する必要があると思うんですけれども、そ

れ以外に３点ほどデメリットを挙げていただいておりますけれども、夏期休暇を短縮

するとしたら、こういう３点ほどのデメリットがあるというご指摘はそのとおりだと思う

なかで、それぞれは工夫によっては如何様にも対応できるものじゃないかなというふ

うに考えております。そういう意味でコストということだけは大変大きな問題でありな

がら、夏のいい環境を提供するということに向けて、周辺の市町村だけじゃなくて、県

外のことも含めて残念な数値が並んでいるんですけれども、できるだけその数値が

上がるような方向になればありがたいなと思っているところでございます。以上です。 

 

 ○市長 

  ありがとうございました。他にございませんでしょうか。 

 

 ○田中委員 

  私も中木委員と一緒で、エアコンを設置した場合のデメリットはまずはコストだと思

うんです。この部分は導入するかしないか二者択一の問題であって、だからこそコス

トということになってくると思うんですが、それ以外の部分に関しては直接的に生徒

児童にマイナスになる要因のデメリットがあるのかと言われると、確かに工夫のなか

でどうともできるものだと思います。例えば中学でもし中学の総体が例えば夏休み

期間中の授業と被ってしまえば、休むこと自体は公欠扱いとなるかたちで、授業を受

けられないというデメリットは出てくると思うんですけれども、おそらく何年かのなか

でやはり各県内の市町村の動きそのものによってやはり変わっていくものであろうか

と思います。それから食中毒なんかの場合は、これは特に小学校、中学校の場合は

給食センターですから、そちらの管理を十二分にしてもらうしか方法はないなと。小

学生のほうに関しては確かにこういう懸念というのはまったくないとは言えないだろ

うとは思います。 

 ちょっと実は最近５月くらいから非常に気温の高い日が増えているものですから、

ちょっと一度調べてみたんです。土日祝日を除いたかたちで、５月で、先ほどの基準

である 30 度というので言えば、今年も去年も 30 度を香芝市で超えているのは 30
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度で見ると１日だけなんです。ところが、実際ですね、例えばエアコンの設定基準と

いうのは 28 度にしましょう。これが正しいのかどうかは別の話として。あくまで外気

温の問題ですから、これが教室のなかの、建物のなかの温度となると変わってくると

思うんです。一応よく言われる省エネの 28 度という部分で仮に見たときに、今年で

したら全部で７日間、これは土日祝日を除いてですね、７日間。2016 年、去年でし

たら 11 日間あったんです。ここまでの気温の日が。これっていうのはよく記憶のなか

で言うんですけれども、私が高校生であったころに 30 度になれば新聞に載りまし

た。今日は 30 度を超えましたと。やはり体温と同じような気温がごくごく普通になっ

てきているなかで、５月の時点から、去年の 28 度が 11 日間あったというかたちで

いくと要するに授業のうちの半分くらいは相当暑いなかで子どもたちが授業を受け

ているという状況になっていると思います。やはり、地球が温暖化していっているのか、

寒冷化していっているという説もありますけれども、現実にやはりこの数年間を見て

いますと、明らかに５月の時点で暑い日がたくさん出ているということは、そういうか

たちになってきているということは、やはりもうそろそろ教育環境ということを考えたと

きに、エアコンの導入というのもやはり必須ではないのかなと個人的にはそういうふ

うに思います。そのなかでやはりこれを導入すれば、やはりここに書いてあるように当

然小学校でしたら外国語活動、それから小中の道徳ですね、こういう部分の時数と

いうのは増えてきている部分がありますので、ここらへん総合の学習の時間を転用

しなさいとかいう１つの方針も出ているみたいですけれども、おそらくこれをきちんと

やろうと思えばなかなか時間を確保できないということがでてくると思うので、そうい

う意味ででも学校の設置というのはできるだけ早い段階でお願いしたいなと個人

的には思います。以上です。 

 

 ○市長 

  ありがとうございました。次にご意見をいただける方。 

 

 ○石原田委員  

  このエアコンのことについて他所の国はどうなっているのかなと思って、まさしく

ICT を活用して、「air conditioning in schools」という検索ワードでやってみたら

どういう記事が出てくるのかなと調べてみたんですけれども、出てきた記事で圧倒

的に多かったのがやはりアメリカの記事で、あちらも資金がないということでエアコ

ンが付けられないという問題が出たんですけれども、そこでテーマとなっていたのが、

エアコンの設置率と子どもたちの学力の相関関係でした。当たり前と言えば当たり

前ですけれども、環境が悪い学校の学力が低いということが実証されているという

ふうな記事が多かったんですけれども、話が少しずれるかもしれないですけれども、

じゃあ香芝がどうなっているかを一度検証してもいいかなとは思いました。校長先生

方のお話を聞いていても、学力テストの結果が気になるということでおっしゃってい
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たところもあるので、ひょっとしたらその理由の１つに学校の施設、設備が整っていな

いことが子どもたちの学力に影響を与えているということが証明できるのかどうか。

１つそういうことがきっかけとなるのかどうか調べてみてもいいかなというふうに思い

ました。 

 あと記事として出ていたのは、ある一定の温度以上になってしまうと、子どもたちの

健康管理に対して責任が取れないということで、基準を決めて何度以上になると学

校は、学級閉鎖じゃないですけれども、帰宅させるというようにしているようなところ

もありました。ですから、今はエアコンを付けるか付けないかという話になっています

けれども、やっぱりそれを何のためかというところでいくと、子どもたちの、先ほど

ICT と同じで、どんなふうに環境を整えていってやるかっていうことになるかと思いま

すので、ポリシーというか、何を大切に考えるかということを一回検討してもいいので

はと思いました。あとはエアコン設置率が低い、奈良県が低いということでも英語の

記事が、ジャパンタイムズですが出ていたんですけれども、そこでなぜ奈良がエアコ

ンを付けないかというのを理由として挙げているところに、耐震工事を優先させまし

たということと、子どもはやはり四季を感じる必要があるから暑いときは暑くていいん

だとか、エアコンを付けてしまうとそれがかえって体に悪いんだとか、暑いのを我慢す

る忍耐力を養う必要があるとか、何て言うんですか、理由って付けられるんだなと言

うか、それがやっぱりある人から見るととても奇異と言うか、そういうことを改めて感

じて、話がいろいろと逸れてしまいましたが、やっぱりエアコンを付けるのはなぜとい

うところをもう１回振り返ってもいいのかなと思いました。以上です。 

 

 ○市長 

  事務局、データは持ってないですか。僕の記憶では ICT も低いし、エアコンの導入

率も低いですけれども、学力は県下でナンバー１、２ですね。確かそのはずです。だか

らこれがいい効果なんだねって、そういう冗談を言って話したこともあるくらいです。

ありがとうございました。 

 

 ○三岡委員 

  今の石原田委員の意見には私も共感しているんですけれども、やはり市民の方々

の税金でエアコンを設置するということになりますと、いろいろな考えの方がいらっし

ゃって、子どもは暑さ、寒さにも耐えられる力を付けるべきだ、忍耐力を付けるべきだ

という根性論をお持ちの方も確かにいらっしゃると思うんですけれども、現実に子ど

もたちの授業を見ていますと、私もオープンスクールの日の午前中だったんですけれ

ども、数年前でした。委員の立場になる前だったんですが、担任の先生に、この暑い

なかで授業をされるのは大変ですねと休み時間にお声をかけたところ、午前中はま

だなんとかいけるんですけれども、午後からは地獄ですよとおっしゃって、それが本

当に先生の本音だと思うんですね。子どもたちも暑いなかでは授業に集中すること
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ができませんし、また先生方も冷静に落ち着いて授業をするのがなかなか難しいと

思います。そういったことからも、ぜひとも早くエアコンは設置してほしいなと以前か

ら思っていました。 

 やはりデメリットを挙げていただいているんですけれども、これは工夫次第で如何

様にもなるかと思います。やはり給食、食中毒の問題がありますので、給食を食べず

に午前中で短縮で帰らせてしまうということもできますし、中学校のほうは広陵町と

連携して、給食センターを使うかどうか、短縮にするかという取り決めもまた必要に

なってくるのかなと思います。広陵町のほうもこの夏からエアコンが導入されました

ので。 

 あとやはりコストの問題が大きいんですけれども、私も少し調べましたところ、３分

の１は国からの補助が出るそうなんですけれども、例えば京都市は設計から維持管

理などのメンテナンスを一括発注することで経費を３割削減されたそうで、また埼玉

県のある市はエアコンをリースすることによって市内の小学校 20 校に設置した場

合にかかる約 10 億円の経費を年間８千万円に減らしたということもあるようです。

今挙げていただいていますが、概算費用はこれから少しでも削減可能な数字なん

ですよね。ここは空調ということで書かれているんですけれども、冷暖房ということで

考えますと、やはり今各学校には灯油のストーブを置かれているんですけれども、や

はりあちらも危険性がありますし、中学校では子どもたちが灯油を給油しているらし

くて、今の子どもたちは自宅で石油ストーブに給油することは昭和の時代と違ってあ

まりないと思いますので、よく石油をこぼしているという話は耳にします。やはり危険

もありますし、特に女子はストーブに近寄ってスカートを焦がしてしまうということがよ

くあるそうで、安全面からしても冷暖房の空調の切り替えの本当の過渡期にあるん

だなと思いました。 

 あと１点なんですけれども、小学校、中学校のエアコンの設置ということでお話聞

かせていただいておりまして、幼稚園に関してはまったく書かれていないんですけれ

ども、幼稚園のほうでも進めていっていただく予定はあるんでしょうか。 

 

 ○市長 

  事務局、アクションを起こしてください。 

 

 ○教育総務課長 

  幼稚園の普通教室の空調設備については現時点では、認定こども園および夏休

み中に３歳児の預かり保育を実施しているクラスを設置対象の基本としているほか、

職員室や一部の特別教室にも設置しておりまして、現時点で普通教室 35 教室のう

ち 14 教室に設置しておりまして、整備率は 40 パーセントと、小中幼のなかで一番

高いんですけれども、このあたりにつきましてもぜひ考えていければと考えておりま

す。 
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 ○市長 

  はい、他によろしいでしょうか。 

 

 ○教育長 

  ありがとうございます。本当にいろいろと考えていただいていること感謝申し上げま

す。私も教員になった 40 年近く前は、先ほどの話ではないですが、暑さに寒さに打

ち勝つのが大事だと、そんな身体を作らないといけないと言っていて、まさに昭和の

時代で、私は石炭の時代だったんですけれども、そんな時代でした。ただ、本当にラ

イフスタイルが変わってきて、現在家庭でエアコンがない家、子どもたちがエアコン

のない生活というのは、今の小学生であればほとんど生まれてから経験していない

んじゃないかという気すらします。そんななかで学校に来たらエアコンのない生活な

んですけれども、今の子どもたちを見ていたらエアコンが必要、そんな環境が大事だ

なと思います。もちろん子どもがいる部屋というのは子どもがいない部屋と比べたら

格段に暑いです。特に中学生３年生あたりの部屋であれば、教室に 40 人近く入っ

ていたら、本当に気温とか子どもがいないときの温度と比べたら格段の温度が違い

ますので、ぜひそんな点で今後エアコンが必要じゃないかなと。以前は夏休みは家

庭に返すんだということを先生方に私もお願いしていました。ところが今はそうじゃな

しに、学校でできることは学校でやろうと。現在のところ中学校でも夏休み中に学力

補充であったり、あるいはもちろん部活動もそうですけれども、いろいろなかたちで

学校に来ております。ところが学校に来ててもエアコンがないので、エアコンが入っ

ている特別教室でしかできないという現状がありますので、夏休み中まったく 40 日

間エアコンが遊んでいるじゃないかという議論が片一方ではあるかもわかりません

けれども、やはり今後学校も８月をうまく活用しながら子どもたちの教育をより進め

ていく方向にいくべきだなという感じはします。 

 

 ○市長 

  ありがとうございました。意見をいただいて、私もエアコンを入れていくことに対して

非常にいいことだという認識を持っていることだけまずお伝えしておきたいと思いま

す。１つ、決して根性論ではなくて、私はいわゆるドクターとお話する機会が何回かあ

るんですけれども、専門医のなかで、例えば小学校３年生くらいまでの成長期にお

いて、発汗という意味で考えたときに、ある程度エアコン、デイタイムですね、におい

て、そこをどうなのかということを言っておられる方は比較的多いという認識も持って

いるんです。もちろん家に帰られて、夜間とかですね、そういうときに対してエアコン

を止めろという意味ではなくて、やはり低学年とか、ですから小学生といっても１年生

から６年生まであるわけなんで、そのあたりの専門の方々の意見なんかもデメリット

のところに記載しないと、夏期休暇の取得、こんなものを赤のハイライトにするようじ
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ゃだめで、そういう専門性の医者の、ドクターの方々のご意見も入れて、そういうのも

懸念があるよというのも、本当はあってもしかるべきなんじゃないかなというような気

は私はします。それは私の意見ではなくて、客観的な意見が出ているということです

ね。 

 とはいえ時代は変わっているというのもありますので、それはそれでやっていかない

といけないなと思います。せっかくエアコンを入れていくので、やっぱり年間のなかで

先生方からよくアンケートをとると、非常に残業が多いので、もっともっと子どもたち

と向き合う時間が必要なんだとか、科目が増えていっているとか、６時間授業じゃな

くて５時間授業にするとか、そういったところが現在夏休みが仮に 40 日あれば、10

日くらい縮めてですね、そこでそういったものを補っていく。エアコンも効いたなかで

やっていく。環境も整えるし、そういうことも変えていくということも併せて考えるきっか

けになれば非常にいいことじゃないかというふうに私自身は感じました。 

 いずれにせよ、これもコストで、東京都は都が負担とか補助を出したりしているんで

すね。皆さんもご存知のとおり、今文科省は、中学校の給食センターもそうですが、そ

れから体育館の補修もそうですが、本当に補助も全部、若干裏切られた感があって、

ついていない現状で、実際単費でいったり、荒井知事のほうから無利子の供与をい

ただいたんで、なんとか乗り切れているのが現状ですので、これはこれでシビアなこ

となので、また一緒に慎重に考えなければならないと思っております。以上です。 

 

 ○市長 

  改めて他に補足ございませんか。よろしいでしょうか。 

 

 ○市長 

  それでは今日の大きな議題としての ICT とエアコン機器というところで説明をいた

だいて、ご意見を頂戴しました。 

 

 ○市長 

  それでは２つ目の項目「その他」ということでございます。今の事務局の説明以外

に、委員の皆様からこの場でご意見等ありましたら、忌憚のない意見、ジャンルは問

いませんのでお願いしたいなというふうに思います。いかがでしょうか。 

  

 ○中木委員 

  先ほど事務局の方に若干お聞きしたことと被るんですけれども、冒頭に校長アンケ

ートという結果が出ていて、そのなかでトイレを要望していると、トイレの改修ですね、

それが最も数のうえでは多かったということなんです。去年の総合教育会議のとき

に、トイレの改修ということが話題になって、具体的な動きも現実出てきているという

ところです。大規模改修に一緒にやっていこうというような場面と、それでは待てない
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というところでやっていこうという、そういう場面。最長でも 15 年というところで整備

していこうというような方向性が前回出たと思うんですけれども、それについて方向

性が変わっていないかどうか。もう一度ここで確認したいと思っております。 

 

 ○教育総務課長 

  ここ最近の状況で言いますと、トイレの洋式化につきましては平成 28 年度に香芝

中学校、先ほどありました体育館の大規模改修と合わせまして体育館施設内の洋

式化を実施しました。今年度につきましては志都美小学校の屋外トイレの洋式化工

事を終えましたとともに、来年度以降の香芝西中学校全体の洋式化を踏まえた設

計業務のほうも行っております。今後も国の補助金の交付状況や大規模改修のタイ

ミングと合わせまして、各校のトイレの洋式化を順次進めてまいりたいと思います。以

上でございます。 

 

 ○市長  

  ありがとうございました。よろしいでしょうか。 

 

 ○市長 

  他にありますか。 

 

 ○田中委員  

  エアコンの話にまた絡んでしまうんですが、先ほど三岡委員から質問のありました

幼稚園のエアコンの整備に関してなんですが、以前の教育委員会会議のなかで、

保育所と一緒になってこども課ができたなかで、やっぱり設備に対する平準化とい

うのは優先的にお願いしたいというお話は一度させていただいたんですが、今先ほ

ど楠本課長から説明ありましたように、今のところ３歳児のあるところが優先的にエ

アコンが設置されていると。それに対して３歳児の受け入れてないところの整備が基

本的に遅れていると私は認識しているんですが、やはり設備の平準化という部分で、

できるだけ早急に段取りをまずお願いしたいというのがまず１つ。 

 それと逆にですね、これ人的資源と言うのか人の配置をどうするかという問題はあ

るんですが、確か３歳児までを受け入れている幼稚園に関しては、夏期休業中も確

か預かり保育が一部導入されていたと思うんですが、それに対して４歳児５歳児だ

けのところはそれもされていないはずだと思うんです。ですから、なるべく早期に導入

していただいたうえで、４歳児５歳児だけの園も夏期休業中の預かり保育の導入と

いうのも、これも同時に検討していただきたい。ただし、当然人的資源の配置の問題

とかそれ以外の予算も出てくるかと思うんですが、この部分も早急に検討していた

だきたいというふうにお願いします。 

 



22 

 

 ○市長 

  ありがとうございます。他によろしいでしょうか。 

 

 ○三岡委員 

  今の田中委員のお話なんですけれども、私も先ほど幼稚園のエアコンについて触

れさせていただいたときに申しそびれたんですけれども、私個人としては幼稚園のほ

うからエアコンを進めていただきたいなというのは思っておりまして、先日オープンス

クールのときも二上幼稚園のほうにおじゃまさせていただいたときに、寒い日だった

ので子どもたちは石油ストーブを付けていたんですけれども、危険のないように大き

な囲いで囲われていて、かなり保育室が、子どもたちのスペースが狭い状態になっ

ていたんですね。でもやはり石油ストーブは危ないですし、そうやって子どもたちの保

育スペースも狭くなってしまうので、できたら冷暖房を幼稚園のほうから進めていた

だきたいなと思っております。以上です。 

 

 ○市長  

  ありがとうございます。他によろしいでしょうか。 

 

 

 ○中木委員 

  すいません、あと１点。先ほどトイレについてお聞きしたのと関連する話になろうかと

思いますけれども、教育委員会で管理している施設が、市のいわゆる固有財産、建

物部分の 70 パーセント近い部分になると。ところが全体について市長部局のほう

でファシリティマネジメントの観点で、今年度具体的にどうするかということを決める

年度という位置づけになっておったと思うんです。それらもですね、ある時期になった

場合に教育に関係するところがたくさんございますので、我われにもその方向性と

いったところ、それをお見せいただけたらなと希望いたします。以上です。 

 

 ○市長 

  何かコメントできますか。 

 

 ○副市長  

  今後個別計画というかたちで具体化してまいりますので、おっしゃるように具体化

されてまいりましたらその情報はすべて提案させていただきます。 

 

 ○市長  

  それでは教育長お願いします。 
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  ○教育長 

  ありがとうございました。まず 10 月から 11 月にかけてかなり長い期間だったん

ですけれども、学校訪問に教育委員さんに行っていただきました。そしてまた市長

も大変お忙しいなかでございますけれども、学校訪問に行っていただいて、学校現

場を本当に隅々まで見ていただいた。そのことを元にしながら今日の話し合いが

できたんじゃないかと思います。今後とも香芝市の小中学校だけじゃなしに、幼稚

園、保育所、こども園も含めて、いろいろな機会に現場を実際に見ていただいて、

またいろいろなご意見頂戴できたら非常にありがたいと思いますし、改めて感謝

申し上げます。本当にありがとうございました。 

 

 ○市長  

  ありがとうございます。私も最後にお願いというか、お話もしておきたいんですけ

れども、先ほど言った、やはり幼少期の子どもたちのところについてのスタディを少

ししていただいて、一般的、客観的なご意見をどこかで報告できるようにしてほし

いです。今回我われ、私も一緒に、皆さんと一緒に一部でしたけれども学校の授

業内容、それから施設についても直接私も見させていただいて、感じるところが非

常にあってですね、実際その子どもたちはあれだけ寒いときでも半ズボンを履いて

真冬でもいるわけですよね。じゃあ、いや寒いじゃないかというのは親の、大人のエ

ゴで、彼らは半ズボンを履いてタイツも履かずに真冬でも走り回っているわけです

よね。そうすると夏はもちろん暑いんでしょうけれども、我われが感じているのとちょ

っと違うかもしれないので、そういう意味で少し調べてほしい。考えられないですよ

ね。僕も小さいときは半ズボンを履いて実はおったんですよ。真冬でも。そう思って

やっていると忘れていた風景が目の当たりにして、やっぱり僕らでは考えられない

けれども、彼らはそれが普通なのかなと思うと、ちょっと子どもたちの時代、成長期

というのは違うのかなという気もしますので、そのあたりは専門的な見識は１つい

るのかなと思います。それが１つです。 

 それから 30 年度に向けて今日この２つの案件が出てきましたけれども、全部ざ

っと足し算すると 10 億以上で、香芝の税収は 70 億少しですよね。交付税とかは

別にして。ですからそれくらいのバランスだということで、やっぱりこれだけでそれだ

けのシェアが占めていくということなんで、やっぱり真剣にやって行かなければなら

ない。必要だということと、一方でやっぱり真剣に考えなければならない。ですから、

本来ならこの積み上げの予算が出てきたなかで、やっぱりスクラップするのは何な

んだと。やっぱり物事にはスクラップビルドがいって、エアコンを入れるなら灯油の

経費がいらなくなるので、じゃあそれはいくらマイナスするんだということも考えてい

かなければならないし、何か教材を入れるんだったら、ICTを使うんだったらこれは

いらなくなるよと。こういうものがいらなくなるよと。要は印刷する紙なんかはどんど

ん減るよねとか、８割カットできるよねというかたちでやっていかないと、パソコンは
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入れるはコピーは今までと一緒、消耗品も今までと同じようにいりますよって言うん

だったら、それは家に荷物がどんどんどんどん入っていつの間にか荷物がいっぱ

いみたいな方がよくいらっしゃいますけれども、そうなるといけないし、そのあたりは

もう一度見直しながら、やっていかなければならないというのがまず今までの議題

です。 

 あともう１つ 30 年度に向けてなんですけれども、もちろん教育委員に皆さんにお

いてはいろいろな視点でご意見いただいています。視察をさせていただいたときに

も申し上げましたけれども、やっぱり時代が変わってきているなというのを最近すご

く感じます。私たちが子どものころによかったこと、または今は過去の常識、今の非

常識ということが非常に多いですよね。５月の炎天下に何もなしで出て行った時

代から、今は日焼け止めをする時代にもなってきましたよね。水を飲んではいけな

いスポーツから、水をちゃんと補給してやりましょうという時代に変わってきていま

す。これなんかは分かりやすい例なんですけれども。劇的にやっぱり変わってきて

いると。１つ私は便所の話をしましたよね。便所と書いてある言葉が非常に違和感

があって、やっぱりこれを、説明書きには WC と書いてあったし、世の中 Toilet と

書いてるほうが多いでしょうし、一方でここでグローバル人材を育てると書いてあ

るから、これに非常にアンバランスを感じるわけですね。そうするとやっぱりこういう

ことも含めて、やっぱり新しい提案をしていっていただかないといけないのかなとい

うふうに思いますし、現場に行くと私もそれに気付くのかなというふうに思いました。

今大阪のほうでも話題になっている髪の毛の色の話も出ていますね。実は役所で

は２、３年前から申し上げていて、女性の髪の色のレベルをもっと真っ黒にしなくて

もいいんじゃないかと、ある程度いいんじゃないですかという話もしていますし、今

いろんな、それこそグローバルなんで、目の色の違う方もいらっしゃるでしょうし、宗

教の違う方もいらっしゃるので、いろいろな人が出てくるかもしれない。ひょっとした

ら豚肉を食えない人が、小学生にいらっしゃるかもしれない。そういうことを考える

と、もっともっと多角的な目を持って取り組んでいかなければならないのかなと思

います。もう１つ、最近制服の話がニュースで出ていましたね。中学生の制服が平

均３万円くらいいるんだけれども、実際直接交渉するとやっぱり３千円強安くあが

るんだと。そうすると今までの商取引とちょっと違うやり方をすれば保護者の方々に、

ご家族の方々に負担が軽減されるといったこともできると。ということはい今までの

やり方がそのままいいんだという発想ではなくて、やっぱり時代が変わるとやり方

を変えていかなければならないんじゃないかと。そうすると卒業旅行もそうかもしれ

ないし、そうであったというところから視点を変えていく必要があるのかなというふ

うに思います。30 年度ももうあとすぐかもしれませんし、年が明けてしまえばすぐに

なってきますので、またいろいろな視点で子どもたちのために視野を広く持ってい

ろいろ意見をいただいて、よりよい教育体制をつくっていきたいと思いますので、よ

ろしくお願いしたいというふうに思います。 
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  ○市長 

   それでは意見も出揃いましたので、これで平成 29 年第１回総合教育会議を終

  了したいと思います。本日は本当にお忙しいなかありがとうございました。 

 

（午後４時３分 閉会） 

 


